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☆生命(いのち)が
　大切にされる

保
本校が目指そうとしている教育内容を知ってい
る。

92 94 Ａ 91 90 Ａ

☆やさしい気持ち
　があふれる

教 校長の経営方針に沿った指導を進めている。 92 100 Ａ 100 100 Ａ

☆正しいく豊かな
　言葉があふれる

子 学校が楽しく満足している。 87 87 Ｂ 94 97 Ａ

保 今年度の教育活動に満足している。 98 94 Ａ 96 99 Ａ

教 今年度の教育活動に満足している。 100 90 Ａ 93 100 Ａ

①　基本的学習習
　　慣の定着

子 授業の内容がよく分かる。 90 96 Ａ 93 95 Ａ

②　付けたい力を
　　明確にした授業

保
お子さんは、授業の内容が分かりやすいと言っ
ている。

92 91 Ａ 92 91 Ａ

③　言語活動の
　　充実

教 子どもたちは、学習内容を理解している。 92 90 Ａ 94 94 Ａ

④　外国語活動の
　　充実

子
進んで先生に聞いたり、自分で調べたりして学
習している。

89 93 Ａ 94 97 Ａ

⑤　個に応じた支
　　援

保
お子さんは、進んで教師に聞いたり、自分で調
べたりして学習している。

78 76 Ｂ 80 77 Ｂ

教
子どもたちは、進んで教師に聞いたり、自分で
調べたりして学習している。

100 80 Ｂ 81 94 Ａ

子 先生は、自分のことを理解して教えてくれる。 96 93 Ａ 98 97 Ａ

保 教師は、きめ細かな指導にあたっている 96 94 Ａ 99 97 Ａ

教 個に応じたきめ細かな指導をしている。 85 90 Ａ 100 100 Ａ

地 教師は、きめ細かな指導にあたっている。 100 Ａ 100 Ａ

①　子ども理解の
    充実

子 あいさつや返事がよくできている。 94 93 Ａ 94 97 Ａ

②　異学年交流の
　　充実

保 お子さんは、あいさつや返事がよくできている 93 91 Ａ 90 92 Ａ

③　道徳の充実 教
子どもたちは、あいさつや返事がよくできてい
る。

69 80 Ｂ 64 50 Ｂ

④　かがやきコー
　　ナーの充実

地
子どもたちは、あいさつや返事がよくできてい
る。

88 Ｂ 88 Ｂ

⑤　あいさつ運動
　　の推進

子 思いやりの心をもったふれあいができている。 95 96 Ａ 97 98 Ａ

保
お子さんは、思いやりの心をもったふれあいが
できている。

95 97 Ａ 99 98 Ａ

教
子どもたちは、思いやりの心をもったふれあい
ができている。

100 90 Ａ 100 100 Ａ

子 めあてをもって毎日の生活をがんばった。 87 93 Ａ 92 95 Ａ

保
お子さんは、めあてをもって毎日の生活をがん
ばっている。

95 94 Ａ 93 95 Ａ

教
子どもたちは、めあてをもって毎日の生活をが
んばっている。

100 90 Ａ 100 100 Ａ

子 学校に相談できる人がいる。 89 93 Ａ 90 93 Ａ

保 お子さんは、学校に相談できる人がいる。 88 89 Ｂ 83 86 Ｂ

教 子どもは、学校に相談できる人がいる。 100 90 Ａ 93 100 Ａ

①　体力の向上 子 遊びや運動を通して体を鍛えている 93 91 Ａ 92 95 Ａ

②　保健指導の充
　　実

保
お子さんは、遊びや運動を通して体を鍛えてい
る。

94 92 Ａ 93 90 Ａ

③　食育の推進 教
子どもたちは、遊びや運動を通して体を鍛えて
いる。

92 100 Ａ 100 100 Ａ

④　安全教育の推
　　進

子 早寝・早起き・朝ごはんに気をつけている。 89 89 Ｂ 88 84 Ｂ

保
お子さんは、家庭での生活リズムを大切にして
いる

81 82 Ｂ 83 78 Ｂ

教
子どもたちは、家庭での生活リズムを大切にし
ている。

75 60 Ｂ 93 93 Ａ

子
学級（学校）には、互いにルールを守り協力す
る雰囲気がある。

93 93 Ａ 97 98 Ａ

保
学級（学校）には、互いにルールを守り協力す
る雰囲気がある。

98 96 Ａ 98 96 Ａ

教
学級（学校）には、互いにルールを守り協力す
る雰囲気がある。

92 90 Ａ 93 100 Ａ
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・ステージごとに
めあてをたて、学
校体制で手立てを
講じたことによっ
て、体力の向上が
図られている。生
活リズムについて
は、数値が低い。

※学校独自の「早
く寝よう週間」を
定期的に設定した
り、懇談会で結果
を報告したりし
て、保護者と協力
して意識の高揚を
図る。

保：保護者　　教：教師　　子：子ども　　

　向笠小児童は、
素直で優しい子が
多い。
　向笠小学校の北
の横断歩道で車を
止めたとき、小学
生が大きな声であ
いさつを返してく
れて感心した。こ
ういうことができ
る子を増やして欲
しい。
　向陽学府の子供
たちはあいさつが
よくできるほうで
ある。しかし、大
人にはあいさつが
できるが、小中学
生同士では、すれ
ちがってもあいさ
つをしないことが
ある。指導した
い。

（参観した）体育
館での児童会行事
では、児童がしっ
かりした口調で発
表をしていた。学
習の成果が表れて
いる。このような
表現活動の積み重
ねが、「よい社会
人」につながって
いく。
 教育機器を有効に
使って効果を上げ
ている。

　個々の思いを聞
くことは大切なこ
とであり、これか
らもきめ細かに児
童とのコミュニ
ケーションを図っ
ていってほしい。

・考察
※改善

　　Ａ…９０％～　　Ｃ…５９％～０％

学校関係者評価
学校協議会委員から

平成２７年度 平成２８年度

平成２８年度　磐田市立向笠小学校学校評価書

重
点

目標・取組 対象 評価指標（設問）

「優しく思いやりのある子に育っている」「教師の指導が行き届いている」と、本校の学校経営目標である「生命（いのち）が大切にされ、
やさしい気持ちや正しく豊かな言葉があるれる学校」に向けた取組を評価していただいた。一方で、あいさつや携帯の使用など基本的な生活
習慣やルール・マナーを身に付けさせることについて、要望や助言をいただいた。１０年後の社会や子供たちの姿を見据え、子供たちに付け
たい資質・能力を見極め、保護者や地域の方との連携を深めながら、生徒指導や授業改善に努めていきたい。

・どの子も学校が
楽しいと感じられ
るように、個々の
思いを聞き取り、
学級経営に反映さ
せた。
・保護者の教育へ
の関心や満足度が
高い。

・教師のきめ細か
な指導によって、
学習内容の定着が
図られている。さ
らに、主体的をも
たせたい。

※児童が学ぶ喜び
を実感できるよう
な授業を実践して
いく。校内研修で
も研究の視点とし
ていく。また、参
観会等でも積極的
に公開していく。

・友達を思いやる
心や、目標に向
かって頑張る気持
ちが育っている。
あいさつは、他項
目と比較して評価
が低い。

※朝の時間（新設
するさんさんタイ
ム）に年３回のあ
いさつ週間を設定
し、学校全体であ
いさつ指導を行っ
ていく。委員会活
動が主体となって
あいさつがよくで
きている児童を称
揚し、あいさつを
広めていく。

　安心・安全が第
一である。引き続
き管理、指導に力
を入れて欲しい。
　携帯・スマホの
使用が問題となっ
ている（低年齢化
している）。学力
の低下や生活リズ
ムの乱れの原因と
なる。「磐田ルー
ル」があるが、形
骸化している。児
童の実態を踏まえ
て対応してほし
い。

健
康
な
身
体
を
つ
く
ろ
う


